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 室温・マクロスケールで観察する液晶は、明らかな古典系である。しかし、

液晶相では分子配向の回転対称性が破れ、結果として、量子渦と一定のアナロ

ジーを有する位相欠陥（トポロジカル欠陥）が出現する。その意味で、液晶は

古典流体と量子流体の両方の性質を有し、その乱流状態では、量子乱流と古典

乱流がまさに邂逅していると言っても良いかもしれない。 
本講演では、特に乱流の相転移現象に注目し、液晶・量子流体・古典流体を

繋ぐ普遍的な臨界現象があることを紹介する。 
液晶系に関しては、ある種のネマチック液晶

に比較的強い交流電場を印加して乱流（正確に

は時空カオス）を起こす。印加電圧が小さいと

位相欠陥のないDSM1 (dynamic scattering mode 
1)という乱流状態しか見られないが、より高い

電圧下では、欠陥が大量に発生した第二の乱流

状態DSM2が出現し、DSM1と共存する（右図）。

これを一種の相転移と捉えると、様々な物理量

の臨界指数がdirected percolation (DP)クラスと呼ばれる普遍的な非平衡臨界現象

のものと一致することが講演者らの実験で明らかになっている[1,2]。 
DPクラスは、非平衡統計力学分野ではよく知られた普遍クラスであり、吸収

状態、すなわち一度入ったら二度と出てくることのできない状態への相転移を

記述するとされている[2]。液晶乱流では、位相欠陥からなるDSM2は自発生成す

ることが実質できず、従ってDSM2のない状態は吸収状態である。では、同様に

位相欠陥からなる量子乱流への相転移も、同じDPクラスに属するのではないだ

ろうか？ 講演者らは最近、量子流体の数値計算によってこの予想を支持する

結果を得ている（高橋雅裕氏の講演参照）が、本講演では、その実験検証に有

用と思われる、ヒステリシスを用いた臨界指数の測定方法[3]を提案したい。 
DP臨界現象は、最近、平行平板間を流れる古典流体の層流-乱流転移でも実験

的に発見された（佐野雅己氏の講演参照）。本講演では、古典・量子・液晶乱

流で共通してDPが見られたことから何が言えるかについても簡単に議論したい。 
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